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部門創設にあた り

委員長 長本′ム` 昭男

(東京工業大学)

昨年 4月 に部門制が採用され、試

行の一番手として機械力学部門が設

立されました。初代の部門委員長を

命ぜられた事は身にあまる光栄であり、微力ながら全力を尽す

所存です。ご挨拶にかえ、当部門に対する抱負を述べさせてい

ただきます。

21世紀に向って

20世紀を支えてきた産業基盤が流動化を始め、日本の基幹産

業が次々に困難な状態に陥っている。一方では、新素材やバイ

オなどの新しい技術が続々と芽生えている。これらが成長して

主役になる21世紀の産業構造は,現在とは様相を一変するに相

違ない。21世紀の基幹産業を先導する新工学の一翼を機械力学

部門が担うためには、今柔軟かつ迅速に時局に対応していかな

ければならない。

計算機援用と電子化を工学に

計算機の発達は、社会全体に重大な影響を与えつつある。機

械力学でも、数値解析が主役になり、実験モード解析が普及し、

知識データベースに支えられたシミュレーションや最適化のシ

ステム構築が急がれている。

一方、機械設計の概念が変ると共に、マイクロプロセッサや

センサが機械の必須部品になり、ロボット、情報機器、宇宙機

器、自動車などに必要な電子技術が注目を浴びている。

これらの流行に基礎学問の裏付けを与えることが、学会の急

務である。これは、CAE(計算機援用工学)やメカトロニクスが、

正体のはっきりしない一過性熟病で終ることなく、永続的な工

学体系に成長するために、不可欠である。そしてこれは、今はや

りの日の当たる部分だけを集めた新興学協会では困難であり、

広い分野の基礎体系を伝承する機械学会の役目であると思う。

新しいダイナミックスに挑戦

私達は、自身をもっと知る必要があるのではないだろうか。

人間にやさしい機械を作り、医療や福祉を発展させ、本当の人

工知能を創るための第一歩は、まず人間自身を見直すことであ

ろう。

物体の本質が質量であるように、生きていることの本質は、

作用と反応が入り乱れた動状態そのものである。したがって、

知能、心理、感性、生理、生イ本などの実体は、メカニズムでは

なくダイナミックスとして捕える必要がある。

当部門が、従来の枠を超え、やがて人間や社会を含むあらゆ

るダイナミックスを究明し総合する場になることを願って、

ニュースレターの題名をダイナミックスとする。

裾野の底上げによる生残りを

模倣によって成長したわが国工業では、生産の空洞化が技術

の空洞化に直結する。すでに現在、下請けや中小企業の置去り

によって、病巣が底辺から広がりつつある。21世紀に、日本が

技術大国であり続けるためには、わずかな先端企業の技術だけ

が突出することは無意味であり、中小企業や地場産業をも含む

わが国全体の技術が、他国の追従を許さない水準を保ちなが

ら、巨大な総合力として機能することが必須である。技術の普

及による裾野の底上げは、学会の重要な任務であろう。

機械力学部門では、学会誌でカバーできない方面へのダイレ

クトメール網、地域活動の活性化などを計画しているが、困難

な課題であり、読者の協力州或否の鍵を握ると思われる。

企業教育に協力

学校が企業の要請を完全に満足する教育を行うことは困難で

ある。また技術革新の時代に生き残るためには、企業構成員全

体の技術水準の維持が決め手になる。このように企業内教育の

必要性は増加しているが、そのために十分な能力を有する企業

は多くない。そこで機械力学部門では、専門外の人、現場の技

術者、新入社員などを対象とした講習会 “やさしいシリーズ"

を実施し、多方面の利用を望んでいる。

参加する学会ヘ

部門を、単に情報やサービスを与えられる場ではなく、参加

し交流し自ら造り上げて行く場としたい。

部門の運営にあたり、当面上記のことを考えております。急

激な変革は避けながらも、当部門が、着実にかつダイナミック

に発展して行くために、皆様の積極的なご支援とご協力を、心

からお願い申し上げます。
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機械力学部門に

期待する
学会会長 (第 65期)国 枝 正春

(石川島播磨重工業 )

機械学会に新たに機械力学部門が

発足し、かなり広範囲に独自の企画が進められるようになっ

た。誠に嬉しく、おめでたいことである。

新部門のニュースレター倉軒ll号にのるのならば、それにお、さ

わしい提言を記すべきことは承知しているが、ここではきわめ

て個人的な話から始める。

私は今年63才である。この年になるまでの私の経歴に、良し

悪しは別として、他の研究者の方々とは少し変っていると思っ

ていることがある。

それは、私自身が19才の年に振動学力畝子きになり、これを専

門にしようと決意してから、今日まで企業に勤め続けながら、

専門を変えずに生きてこられたことである。

世はハイテク時代である。40年以上の昔から続けている私の

振動学は古色蒼然たるところが多いのに、まだニーズがある。

機械力学委員会
News Letter
発刊に際 して

前委員長 佐藤 壽芳
(東京大学)

部門制試行の一分野として、機械力学部門委員会がニュース

レターを発行される運びとなったことを′とヽからお喜び申し上げ

る。

機械学会の中で初めて部門制の言葉を何った時は、必ずしも

素直にこれを聞けなかったことが偽りのない所であった。言葉

の意味は兎も角と Iンても、米国機械学会が言うDivision(部

門)制を、背景の相違を注視せず導入すれば、事を誤ってしま

うかもしれないと思われたからである。それにもかかわらずこ

れが揚言された背景には、産業分野、研究分野が多岐に発展し、

今後もなおその傾向が強まりこそすれ、弱まることはないと考

えられる状況に機械学会が対応し、その活動を活性化すること

への意気ごみがあったと推察される。したがって、どの様に称

するかは別として、方針を明確にして具体的な運営方法を考究

し、実績を積み重ねてゆくことこそが間われるところであろ

不思議である。

企業には常に振動屋の活躍する場があり続けたので、私は自

分の希望する研究室に、今日まで一貫して勤めることができ

た。運が良かったこともあるが、私には有難いことであった。

このような基礎学を専門にするより、何か物を専門にして生

きる方が楽ではないかと思うこともあった。しかし、結果的に

は結構充実した職業人生が送れたし、まだ続けられそうであ

る。

機械力学を専門にするのは良いことだ。これで生きてゆけ

る。若い方々はこのことを信じて研さんを積まれるように希望

する。

さて、部F]の リーダーの方々にお願いしたいことがある。

ASMEに 1924年、応用力学部門が発足したのは、かの有名な

S.チモシェンコの個人的努力によるものであった。時に彼は46

才である。周囲の状況は「チモシェンコ自伝Jに くわしい。部

FEを リードしてゆくには彼の持ったような情熱が必要だと思

う。学問討論のかたわら、彼は親善野球大会などを企画してい

る。学問は、そして学会は楽しくなければならない。す

リーダーの方々に大きな期待をかけている。

ぐれ勺f

つ 。

この様な状況の中で、諸先輩のご尽力鳴育まれた伝統を生か

しつつ、活発な活動を続けていた機械力学委員会が、部門制試

行の委員会の一うに選ばれる事になった時、時の委員は責任の

重大さを感ずる一方、自主性をもった活動によって貢献できる

ことに期待を抱いたと言えよう。そして期待を実現し、試行に

着実に対処する基本的な考え方として、

1)学会構成員の70%は産業界の技術者であることをお、ま

え、学会は研究交流の場であると同時に、これら会員に奉

仕をするものであること

2)1骨性化のため企画の充実を諮る一方、経費について

の予算化を明確にすること

3)地方支部の活動との円滑な連係をはかること

が委員の間で話し合われたように思う。

発足後一年を経過しようとしている現在、委員会を中心とし

た所期の活動が、順調、活発に進められていることは慶賀にた

えない。機械学会が意図する部門制の基本を踏まえて、機械力

学を軸とする機械技術者、研究者の交流と、それにもとづく技

術の発展が今後益々隆盛になり、他分野へのよき先例となるこ

とを,と かヽら祈念する次第である。

は1叉表_

委員長 長松昭男(東工大 )、 幹事 吉田和夫(慶 大)

委 員 岩壺卓三(神戸大 )、 小野隆彦(小野測器 )、 太田

博(名 大 )、 金子成彦(東 大 )、 小泉孝之(三菱電機 )、 小

林暁峰(日 立 )、 佐藤秀紀(金沢大 )、 斎藤 忍(IHI)、 清

水信行(い わき明星大 )、 末岡淳男(九大 )、 谷 順二(東

北大 )、 原 文雄(東理大 )、 村井秀児 (4ヽ松)、 本江 明(東

芝 )、 森村浩明(国 産 )、 山川 宏(早 大 )、 山田一郎 (NT
T)、 山田 元 (北 大 )、 芳村敏夫(徳 島大 )、 渡部 和 (日

立精工 )

学会事務 増田一夫

運営委員一覧
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講濱会報告

第945回講演会
(昭和62年度機械力学講演会)報告

実行委員長 大田 博

(名古屋大学)

昭和62年10月 6日 (火 )、 7日 (水)の両日、名古屋市

の愛知厚生年金会館において機械力学講演会が開催され

た。学術講演は、 6、 7の両日2室に分かれて行われ講

演総数45編、うち論文講演A、 Bがそれぞれ26編、8編、

要旨講演11編 (発表者の所属別では大学・研究所37編、

メーカ8編)であった。参加登録者は100名 (う ち、講

i貞者43名、座長・実行委員14名、そのイ鯉 3名 )を数え、

いずれも充実した内容で活発な討論が行われた。

創立90周年記念事業 機械力学シ
ンポジウム「メカ トロニクスにお
ける振動と制御」の報告

実行委員会委員長 背戸 ―登

(防衛大学校)

日本機械学会創立90周年記念事業の一環として機械力

学部門で企画された標記のシンポジウムが昨年 7月 15日

から4日 間の日程で、東京五反田「ゆうぽうと」にて開

催された。

これは、いわゆるメカトロ技術がキーテクノロジーと

して世間の注目を集めるようになった今日更にその技術

を発展させるためには、機械力学と制御工学の密接な交

流が小刺欠であるとの認識に立って、両分野に関わる研

究者が一同に会し、研究発表と意見の交換を意図して立

案されたものである。

本シンポジウムでは、フレキシブルアームの制御、構

造系の振動制御、ロボットの運動制御、制振・ 防振機器、

情報機器、精密位置決め、車両の振動と制御、制御系設

計、機構シミュレーション、磁気帥受・回転体、運動制

御、振動解析、モード解情の各セッションに分れて合計

64編の研究論文の発表と熱心な討論が行われた。また、

付随行事として企画された特別講演 (2題 )、 パネル討

論会 (テーマ「これからの光サーボ技術J)、 ロボット実

演会 (6社出展)、 機器展示会 (21社出展)、 懇親会にも

多数の参加者があり、多大な関心が示された。

このシンポジウムヘの参加登録者は193名に達し、朝

9時から夜 8時30分までのハードスケジュールにもかか

わらず、常に会場は参加者にあ応、れ、この分野の高い関

心が示された。特に3編の論文が女性研究者により発表

され討論にも積極的な参加があったこと、会員外の多数

の参加者があったこと、極めて高い水準の論文が寄せら

れ価値ある講演論文集 (No.870-3)ん 出ヾ版されたことな

どが大きな成果であった。

韓日振動会議報告
組織委員長 岩壷 卓三

(神戸大学 )

当会議は、1985年 に東南アジア諸国の機械力学研究

者多数の参加を得て開催された機械力学講演会を踏まえ

て企画されたものであり、次のような日程及び場所で行

われた。

開催日 1987.8.25(火 )～28(金 )

場 所 講演会 :韓国科学技術院 (韓国ソウル市)

見学会 :ソ ウル地区2工場、釜山地区1工場

発表論文数はKeynote speach 5編 (韓国 1、 マレー

シア 1、 日本 2、 中国 1)、 普通講演は52編 (韓国21、

日本28、 中国3)でしたが、中国からの参加予定者は全

員出席できず、日頭発表はできなかった。日本の機械力

学講演会と同様に機器の展示をしているのは興味があっ

た。またソウル地区で三星電子(Samsung Elec,Co.)

と大宇重工業(Daewoo Hcavy lnd.)を、釜山地区で

現代自動車(Hyundai Automotive Co。 )と 慶州地区

を訪問し、韓国工業の盛況ぶりと古都の香りを味わっ

た。

次回はできれば中国で 2年後に行いたいということ、

および本会議名を仮称「Asia Vibration Conference'8

9」 とすることが相談されたが、中国からの参加者が

なかったため、決定は保留された。

藝枠響盈揺 静幾騨盈鶴
様霞,翻聯器機梨仝里E引10i lS/w)展

鰺

示會'
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6日 午後 1時から青山学院大学前理工学部長の三輪修

=教授による特別講演「機械力学の歴史」が行われた。

機械力学の発展の跡を年表でたどりながら研究の背景と

なった工業 。社会の状況に触れ、あわせて工学教育とそ

の制度内容の変遷についても述べられ興味深い内容で

あった (写真 1)。 引きつづきlttl豊田中央研究所研究 2

部次長の小笠原武夫主任研究員による特月I騰演「自動車

の音と振動」が行われ、自動車に関連して発生する音と

振動の研究の現状について述べられた。

6日午後 5時40分から同じく厚生年金会館富士の間に

て懇親会が行わ布し45名の参加を得てなごやかな雰囲気の

会であった。まず第65期機械力学部門長松昭男委員長の

あいさつ、太田博実行委員長のあいさつの後に三輪修三

(写真 1)

教授による乾盃で宴が行われた。

7日午後1時からパネル討論会が開かれ「振動制御に

関する最近の動向」について背戸一登(防衛大学校教授)

松下修己 (日 立製作所機械研究所主任研究員)、 田中信

雄 (機械技術研究所主任研究官)、 岩田義明 (東京都立

大学)の四氏から3話題が提供され、小笠原武夫次長の

司会により活発な討論が行われた。

最後に、8日の午前 9時からテニス交歓会が13名の参

加者を得て行われた。(写真 2)好天に恵まれ熱意のこ

もった好試合が展開された。午前 。年後ともダブルスで

長松委員長が優勝されたことを特記する。本講演会の開

催に当りいろいるご尽力いただいた実行委員会委員なら

びに学会事務局の増田氏に厚くお礼申し上げます。

(写真 2)

加形式のセミナーである。初回の頃に比較すると、原論

文は簡易製本により合本されたテキス トとして配布さ

れ、講演者が責任をもつ抄録もワープロを用いて作成さ

れるようになり、さらには講演室が禁煙となるなど洗練

されてきたが、何も変っていないのはセミナーの極めて

おおらかで楽しい雰囲気である。総計11時間にも及ぶ長

丁場の講読は、セミナー独特のこの雰囲気と適度なコー

ヒ下ブレイクにより、疲労感を覚える暇もなく終了して

しまうのが常である。また、特別に設けられたディス

カッションルームは24時間開放なので、セッション終了

後この部屋に顔を出せば、誰彼の区別なく学問論、技術

論、果ては人生論を深夜まで交すことができる。

参加者の当セミナーに対する評価が高いとすれば、参

加者どうしが組織人としての面だけではないネットワー

クを手作りしながら、学び合うことのできる点にあるの

ではないかと考える。

奇数回目にあたる今年の第 9回RDセ ミナーは、神戸

大学工学部の岩壼教授が世話人となって関西地区で12月

初旬に開催される予定である。今年も多数の参加者があ

ることを希望したい。

勉 強 会 報 告

第 8 RDセ ミナー報告ロ

RDセ ミナー世話人 田中 正人

(東京大学)

機械力学の部門では年末恒例となった感のあるRDセ

ミナーが、昨12月 初旬に伊豆稲取で開催された。今回は

大学関係から21名、企業から24名、計55名の参加者があ

り、予定した37編の論文を2泊 3日の日程で順調に講読

完了して盛会のうちに終了した。今年の講読対象論文

は、9月 と10月 にそれぞれ開催されたASMEのVibrati

on Conferenceと TribO10gy Conferenceの発表論文

から選ばれたが、今回はシールの動特性、ローターのラ

ビング問題、アクティブコントロールによる制振などが

多かった。ローターダイナミクスのテーマも年 少々しず

つ変化していることがわかる。講演の後に続くディス

カッションも例年通り活発で、参加者のやりとりは抄録

と同程度に貴重な勉強となった。

昭和61年 11月 号の日本機械学会誌でも紹介されている

ように、このセミナーはその気に発表されたばかりの

ローターダイナミクス関連の論文を選んで分担講読する

ところに特徴があり、出席者の約半数が講演者となる参



DYHAMICSttREPORT:2
分科会報告

P一SC85 制御系を内蔵する機械
の動力学に関する調査研究分科会
報告

主査 国枝正春

(石川島播磨重工業)

幹事 背戸一登

(防衛大学校)

最近の機械には、小型化、軽量化、省エネルギー化が

求められる一方で、高速、高精度化に加えて知能化と

いった厳しい要求が課せられるようになってきた。その

結果、いわゆるメカトロニクス化が一段と進み、制御系

を内蔵する機械が一般化しつつある。しかし、従来機械

構造系と詩F在[系の動力学の間にあまり連携がとられてお

らず、上記要求に対応できない状況が生じつつあり、両

者一体化の必要陛が認識されるようになった。

さて、機械力学の分野では、最近になってモード解析

などの振動角慰 越の発展に著しいものがあり、機械構造

系の動特性が詳細に精度よく打早析できるようになってき

た。一方、制御工学の分野では、電子計算機の利用技術

の進歩に伴って、今まで困難とされていた現代制御理論

の応用面も広がってきた。そして、両分野の結合も電子

計算機を介して可能になりつつある。

本研究分科会は、機械力学と制御工学の連続性と相互

乗入れを主題として、両分野にまたがる下記の研究者が

参画し、昭和59年 6月 に発足した研究会であった。本分

科会が掲げた調査研究事項は以下のものである。

1.現代制御理論の制振への応用の現状と発展性

2.最適設計論的手法に基づく機械振動の低減

3.多自由度系の制振に対するモード脅軍1斤法の応用の

晰 雛

4.マ イクロプロセッサ利用技術、計算機応用技術の

運動制御への適用

5.動力学に基づくロボットマニピュレータの設計

6.機械系の制振に関するマイクロプロセッサの利用

技術と制御装置の発展

本分科会の活動は、昭和62年 5月 までの 3年間にわ

たって続けられた。その間、23回の研究会において47件

の話題提供があった。

本分科会の最大の成果は、機械力学と待峰B工学の両分

野の研究者に、互いに他分野で進みつつある新研究、新

技術の内容に興味と関心を抱かせたことと、両分野にま

たがる問題を扱う手法の一端を明らかにしたことであ

る。また、本分科会が企業側、大学および研究所の有機

的な情報交流の場になったことと、機械力学部門が企画

した他の行事の母体となったことも大きな成果であっ

た。すなわち、創立90周年記念事業機械力学シンポジウ

ムでは、本分科会で提供された話題に関連する研究論文

が多数の委員によって公表された。

本分科会で得られた成果は、第652回講習会「メカト

ロニクスにおける振動解析と制御法」において公表さ

オ仏 同名の教材として日本機械学会から出版されてい

る。また、これらを取りまとめた成果報告書を日本機械

学会に提出しているので関心のある方は参照されたい。

分科会構成員

主査 国枝正春   幹事 背戸一登

特別委員 柴田碧(東京大学)0靱[太郎(慶応義塾大学)

中田孝 (東京精密測器)、 三浦宏文 (東京大学)

山チll新二 (車体工業)

委員

我妻隆夫(石川島防音工業)゛可部栄―(国産自動車)

有賀敬治 (富士通)、 一柳高時 (松下電器産業)

井上喜雄 (神戸製鋼所)、 岩田義明 (東凍都立大学)

岩浪孝― (東京都立高等専門学校)、小野京右 (東京

工業大学)、 大田芳晴 (川崎重工業)、 大輪武司 (東

芝)、 岡田養二(茨城大学)、 下嶋浩(東京工業大∋ 、

下山勲 (東京大学)、 薦田紀雄 (ト ヨタ自動車)

白井正明 (日本鋼管)、 鈴木浩平 (東京都立大学)

角田鎮男 (マ ツグ)、 田中信雄 (機減技術研究所)

谷順二 (東北大学)、 長松昭男 (東京工業大学)

中山治 (日 本電気)、 原文雄 (東京理科大学)

平田東助 (日立製作所)、松原武徳

村井秀児 (小松製作所)、 山川宏 (早稲田大学)

山田一郎 (NTT)、 吉田和夫 (慶応義塾大学)

渡辺嘉二郎 (法政大学)
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きました。また、自分の研究に抜けている

視点からの質問等は今後研究を進めていく

上で参考となりました。シンポジウムに参

加したことは、自分の研究の位置付けを確

認する上でも、また今後の見通しを得る上

でも貴重な体験だったと思います。

その他にも仕事を進めていく上で興味深

いことがいくつかありました。私の場合、

数値実験により研究を進めており、実際に

製品を試作したり、また実験によって振動

挙動を測定したりということはしておりま

せん。そのため、時々現実には起こり得な

い状況を想定してシミュレーションを行っ

たりして、時間を無駄にすることがありま

す。その反面、先入観がないためにかえっ

て大胆な発想ができ、製品の設計者も気が

付かなかったような振動挙動を発見したこ

ともありました。このような経験を通じ

て、数値実験を行う上でも物理現象を前

もって理解すること、また得られた結果が

物理的に何を意味しているかを考えること

が大切であると感じました。

以上、自分の仕事に関する感想を述べて

きました。このことは、約2年半の研究生

活から得られたものですが、文章に書いて

みるとわずかな期間ながら考えさせられる

ことが多かったと思います。

現在、私はメカトロニクス製品の振動・

制御特性の解析方法の研究に従事していま

す。特に中心となっているのは、弾性変形

する構造物とその制御系の挙動の解析法の

研究であり、その研究成黒の一部は、昭和

62年 7月 のシンポジウムで発表しておりま

す。幸いにも皆様の関心を引いたらしく、

盛んに質問を受けることになりました。こ

のときは、改めてメカトロニクスの振動間

題に対する関心の深さを感じとることがで

私の研究

根本佳奈子

(日 立製作所)
予

生 .(

会員の声

機械力学の地道な

発展に期待

白木 万博

(三菱重工業)

○ 「企業の寿命は30年」とはよく云った

もので、一つの業種に固執していては、今

日のような激動する経済情勢の中では、企

業は潰れてしまうだろう。技術は日進月歩

でどんどん進展しており、革新的新技術の

誕生によって、産業系体や社会構造まで

変ってしまう。その周期もまた30年位の大

きなうねりをもって変遷している。

○ 近年、新材料、バイオテクノロジ、情

報工学、電子・光技術など、所謂先端技術

領域への研究取り組みが活発に行われてお

り、21世紀に向けて開花しようと萌芽胎動

し始めている。

〇 言己隠に新しい所では、20年位前から、

FEM解析が電子計算機のハー ドウェアの

発展と相倹って、精力的に研究開発され、

今では機器。構造物の試設計はもちろん精

算設計等に、設計の道具として使われるま

でに成長してきた。

○ 機械力学、中でも振動の分野は、チモ

シェンコやデンハル トックの卓越したエン

ジエアリング・ センスによって、振動工学

としての学問体系が確立され、産業技術の

振興に大きく貢献してきた。その後、機械

力学技術に大きなインパクトを与えた陰の

立役者として、米国の元SD(スペクトル

・ダイナミックス)社のバーロー社長を忘

れ得ない。彼は、1962年頃、機械的駆動

方式をとらない完全に電気式の「時間圧縮

型 トラッキングフィルタ」を開発し、世界

に向け販売した。機械インピーダンスの概

念は、昔からよく知られていたが、高精度

トラッキングフィルタが無かった為、実験

的検証が出来ず、技術進展が望めなかっ

た。彼の発日月により、機器 。構造物の機械

インピーダンスが、直接高精度に自動計測

できるようになり、今日もてはやされてい

るモード解析技術を発展させる原動力と

なったと云っても過言ではない。(最近は、

FFTに よるデジタル式スペクトル解析が

主流となってきている力竜)

○ このように、何か一つの新しい技術の

開花によって、その分野の技術レベルはも

ちろん、ひいては産業界に与える影響も少

くない。しかし、最近日増しに「新製品。

新技術」が叫ばれるあまり、思いつきで新

しいものが開発されるかの如く、若い人達

に錯覚を与えてしまう危険性があるのでは

ないか。「新製品 。新技術」は一朝一夕に

して生まれるものではなく、技術の基本に

忠実に、かつ原理原則をきっちりと詰め、

身につけてゆく過程の中から生まれてくる

ものである。

○ 機械力学や材料力学の分野は、先の分

端技術領域と違い、或程度成熟化した技布L

である。あせることなく、更に深くそして

学際領域にも広く目を向け、絶えず日干感な

問題意識をもって研究してゆく中から、明

日の21世紀に向けての新しい革新的技術が

生まれてくるものと信じている。

○ 今世紀中にぜひ解決しておきたい項目

として、(1贋点系の衝突や非線系力学系に

生じるカオスの問題、(2流体関連振動のア

クティブ制御、(3)モード解析への時間領域

データを用いたポリファレンス法の拡張、

14)柔軟ロボットアームなどの高次弾性モー

ドを考慮したアクティブ制御、低)自励振動

特性の解明など、基本的に詰めておくべき

項目が山積している。       (



当地区では、「先端技術にかかわる振動

騒音制御」研究会を組織し、機械力学、自

動制御、音響等の研究者や技術者が、振動

・騒音 。制御問題について調査研究および

情報の交換を行うことにした。これを通じ

て、産・官・学の共同研究が活発化し、東

北地区における先端技術の開発力が高まる

ことが期待される。研究会の最初の集まり

が10月 3日 に東北支部講演会会場の宮城高

東北 地 区 だ よ り

等専門学校で持たれた。また研究会の活動

の一環として、昭和63年 1月 22日 に東北汰

学で講習会「振動の計測と解析」を開催し

た。講習会参加が関東 。関西地区からもあ

り、予想以上の反響が出た。

昭和63年 8月 23～24日 に機械力学講演会

「力と知のダイナミックス」を東北大学で

開催し、「機械知能、柔軟構造物、電磁力

にかかわるダイナミックス」というオーガ

ナイズセッションが持たれ、機械力学を境

界領域の分野に広げることを試みる。 8月

25日 には、場所を米沢の山形大学工学部に

移して、特別講演会「最近の振動騒音技術」

を開催 し、問題を堀り下げ討論すると共

に、天元台の大自然の中で懇親テニス大会

を行う予定である。

谷 順二

(東北大学)

DYHAMICSttIHFORⅢAT10“
お知らせ

ASME 1989 PVP Conference

機械力学部門と材料力学委員会から、上

記のPVP会議のための組織委員会 (委員

長 原文雄、東京理科大学工学部)が設立

さオ仏 ASMEが 1989年に開催するPres

sure Vessel and Piping Conference

に共催することになった。本部門会員をは

じめ広くの参加を希望する。

0年間行事カレンダー

国 際 会 議

開 催 日 1989年 7月 23日 ～27日

開 催 地 米国ハワイ州ホノルル市

Hilton Hawaiian Village

発  表 A4判用紙に、(1)講演題目、

申込方法 (2)氏名、会員資格 (番号)、

8)勤務先・ 職名、は)通信先

(以上邦文・ 英文併記)、 (5)

英文500語程度のアブス トラク

トを記載。

アプストラクト羊帝切日

198眸 8月 1日 (月 )

(ア ブストラクト審査後、更に

最終審査用フルペーパーを10月

11日 (火)までに提出。)

発  表 機械力学関係については

〒158東京都世田谷区深沢2-卜 1

申 込 先 東京都立大学工学部機械工学科

教授 鈴 木 浩 平 宛

10月 4～ 5日

講習会「やさしい国

転体」(東京 )

10月 18～ 19日

第66期 全国大会議演

会(九州大学工学部 )

11

11月 10～ 11口

講習会「やさ

しい感度解析

と最適設計」

(食糧会館 )

543

3月 29日 ～ 4月 1日

第65期 通常総会講演

会(中 央大学工学部 )

3月 29日

テニス懇親会

3月 30日

機械力学同好会

5月 14日

ゴルフ懇親会

5月 18～ 19日

講習会 「人工知能と

ファジィ理論」

(五反田ゆうぼうと)

7月 7～ 8日

講習会 「流体関連振

動の基礎 と最近の話

題」(ダ イヤモンド

ホール )

7月 28～ 29日

講習会 「やさしい振

動 と振動診断」

(新宿NSビ ル)

8 96

6月 27～ 29日

講習会 「モー ド解析

の先端技術」

(五反田ゆ(う ぼうと)

8月 23～ 24日

機械力学講演会

(東北大学工学部 )

8月 25日

特別講演会 「最近の

振動騒音技術」

(山 形大学工学部 )
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機械力学部門では、趣味やスポーツを通じて、会員各

位の親睦を深めることを考えています。今回は、下記の

日程で、テニスとゴルフの懇親会を企画致しました。会

員の交流が目的ですから、上手下手に関係なく、奮って

ご参加ください。

ゴルフ懇親会

日時……・5月 14日 (土)

場所・……下田カントリークラブ

(静岡県下田市加増野646-1、

電話 05582-8-1111)

会費は1万 7千円程度の予定。参加定員は12名、

満員次第締め切ります。

なお、前日に現地での宿泊(温泉つき)が可能で

す。詳細は下記までお問い合わせください。

テニス懇親会

日時・……3月 29日 (火)午前 9時現地集合、

終了予定午後 5時

場所。……湘南エーステニスクラブ

(神奈川県藤沢市片瀬 2-21-2、

電話 0466-27-3903)

会費は6千円程度。参加定員は35名、満員次第

締め切ります。

懇親会のお知らせ

申し込み並びにお問い合わせ先

東京工業大学工学部機械工学科

長松、大熊もしくは山口まで

住所 東京都目黒区大岡山2-12-1

電話 03-726-1111、 内線2502、 4156、 4149

1 人工知能 とファジィ理論

(その基礎と応用)

日 時 :昭和63年 5月 18日 (水)9:20～17:10

19日 (木)9:20～17100

場 所 :五反田ゆうぽうと 重陽の間

講 演 :8件 講師8名

展示会 :AIシステムと開発ツールの紹介コーナー

(10社参加予定)

機械力学部門は皆様自身の会です。お互いに参加協力

し、新しい場を造り上げていきましょう。積極的な御協

力をお願いします。

下記の項目のなかからいずれかを選んでいただき、活発

なご意見をお寄せ下さい。

1.昭和62年 4月 に機械力学部門が発足しました。この

部門をさらに活性化させるためには、何が必要とお

考えですか。

2.機械力学講演会の開催時期、場所、回数、内容等に

ついてどのようなご意見をお持ちですか。

講習会のお知らせ

日 時

場 所

講 演

展示会

討論会

‖ モード解析の先端技術

昭和63年 6月 27日 (月 )9:00～17:05

28日 (火)9100～20:00

29日 (水)9100-1710Ь

五反田ゆうぽうと 重陽の間

16イ牛 講師16名

ポスターセッション形式機器展示会

立食パーティー形式討論会

1

その他、7月 7日 、 8日 流体関連振動の基礎と最近の話題 (ダイヤモンドホール)と 7月 28日 、29日  やさしい振動と

振動診断 (新宿NSビル)の講習会も予定しておりますので、ご参加の程お願い致します。

ア ン ケ ー ト

送付先 lttl日 本機械学会機械力学部門  宛

〒151東京都渋谷区代々木二丁目4番 9号

(三信北星ビル 5階)

電話 03-379-6781

3.新たな形式の講演会、講習会等についてご提案があ

りますか。

4。 その他、部門の活動全般についてご意見がありまし

たら、お聞かせ下さい。

■DVHAMICS
編 集 室

日本機械学会機械力学部門

〒151東京都渋谷区代々木二丁目4番9号

三信化星ビル5階 電話 03-379-6781

編集責任者 吉日和夫(慶大)

編集委員 小野隆彦(小妥予測器)、 金子成彦(東大)、 斎藤 忍(石川島播磨)、

長松昭男(束工大)、 原 文雄(束理大)、 山川 宏(早大)、
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